
駒岡小学校の紹介と学校林の活用

札幌市立駒岡小学校

✓

札幌市南区にある駒岡小学校は校舎正面に精進川が流れ、
校舎裏には学校林が広がる、豊かな自然に囲まれた学校です。
４～１０月の間、ほぼ２週に1回「こまおかタイム」があ

ります。全校児童が学校林の中にあるコースを走ります。
一周約600ｍのコースには高低差のある斜面やでこぼこ道が
多く、体力づくりに最高です。児童は自分なりに目標を掲げ
励んでいます。季節によって変化する自然の様子を体全体で
感じながら林の中を駆け抜けていきます。

また、毎年６月に「ツリークライミング」を行っています。
木の枝にかけたロープを金具に着けて、自分の力でロープを
操り上っていきます。「ぶら下がってもびくともしない。
木ってこんなに丈夫なんだね。」「上から見下ろしてみて、
改めて木って高くまで生えているって気が付いた。」など、
活動を通して楽しく木について学んでいます。
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学校林の木を生かす活動（薪割り、図工等）

札幌市立駒岡小学校
✓

駒岡っ子は薪を割ります。毎年、学校林で剪定されて
出来た丸太を細かく割って薪にします。

捨てるのではなく、自分たちの生活に活かすサステナ
ブルな取組です。

休み時間になると、高学年を中心に薪割りをします。
節があったり、木の種類によっては硬かったりしますが、
子どもたちは慣れた手つきで割っていきます。

他にも、学校林で集めた枝や端材を使って工作するな
ど、駒岡っ子にとって木はとても身近な存在です。
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これからの学校林との付き合い方（未来編）

札幌市立駒岡小学校
✓

地域に住む林業に携わる方や樹木医さんなど、様々な
ゲストティーチャーから木について学ぶ機会があります。

木は昔から人間の生活になくてはならないものであり、
守り、育て、活用していかなければならないのです。

木に親しみ、木を守り、木を活かしてきた駒岡っ子。

これからはどのように木と付き合っていくべきか、昔か
ら伝わる知恵を受け継ぎながら、今の時代に合った新し
い工夫やアイデアについて今を生きる駒岡っ子たちが考
えていきます。
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